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衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
国
権
と
自
衛
権
と
の
関
係
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
、
三
及
び
四
に
つ
い
て

一
般
に
、
「
主
権
」
及
び
「
国
権
」
と
い
う
言
葉
は
、
必
ず
し
も
一
定
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

「
主
権
」
と
い
う
言
葉
は
、
第
一
に
国
家
の
意
思
の
源
泉
、
言
い
換
え
れ
ば
国
家
の
政
治
の
在
り
方
を
最
終
的
に
決
定
す
る

力
、
第
二
に
国
家
の
意
思
が
最
高
、
独
立
で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
国
家
の
意
思
、
第
四
に
統
治
権
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
用

い
ら
れ
、
「
国
権
」
と
い
う
言
葉
は
、
第
一
に
国
家
の
意
思
、
第
二
に
統
治
権
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
と
承
知
し
て
い
る
。

お
尋
ね
の
憲
法
上
用
い
ら
れ
て
い
る
「
主
権
」
と
い
う
言
葉
の
う
ち
、
前
文
第
一
段
落
及
び
第
一
条
の
「
主
権
」
は
、
右

で
述
べ
た
主
権
の
意
味
の
う
ち
国
家
の
意
思
の
源
泉
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
、
前
文
第
三
段
落
の
「
主
権
」
は
、
右
で
述
べ

た
主
権
の
意
味
の
う
ち
国
家
の
意
思
が
最
高
、
独
立
で
あ
る
こ
と
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
憲
法
第
九
条
及
び
第
四
十
一
条
の
「
国
権
」
は
、
右
で
述
べ
た
国
権
の
意
味
の
う
ち
国
家
の
意
思
と
い

う
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

二
に
つ
い
て

一



憲
法
で
使
わ
れ
て
い
る
「
国
権
」
と
い
う
言
葉
は
、
国
家
の
意
思
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ

て
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
国
家
の
個
別
具
体
的
な
権
利
を
指
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
八
十
八
条
第
一
項
に
基
づ
い
て
「
必
要
な
武
力
を
行
使

す
る
こ
と
」
は
、
言
葉
そ
の
も
の
の
意
味
と
し
て
は
憲
法
第
九
条
第
一
項
の
「
武
力
の
行
使
」
に
当
た
る
が
、
憲
法
第
九
条

で
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
武
力
の
行
使
」
に
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
る
。

二


